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平成19年3月期決算・中期経営計画説明会資料の件

 当社では、本日5月31日、アナリスト向けに平成19年3月期決算・中期
経営計画説明会を開催いたします。

平成19年3月期決算の概要、今後の業績見通し、中期経営計画につ
いて説明いたしますが、その資料を添付いたします。

以 上
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平成19年3月期決算・中期経営計画説明会

関東電化工業株式会社

平成19年5月31日
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説明内容

1. 19/3決算の概要

２. 今後の業績見通し・中期経営計画

※増減率を除き、表示単位未満は切り捨てて表示
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関東電化グループ（連結子会社）

フッ素系製品の販売４４４１，３７２１００.０７
百万NTドル

台湾関東電化股份
有限公司

フッ素系製品の販売１，１８２６，２４４９０.０２
億ウオン

関東電化KOREA
（株）

鉄酸化物の製造販売５９９８０５２．９２７森下弁柄工業（株）

化学工業用設備の製作・加
工・修理

△２，０７８４，４５１４９．４１２０（株）上備製作所

化学工業薬品の販売、保
険代理店

６１２５，３７１１００.０１０関電興産（株）

主要な事業内容
対前年度

増減

H19/3個
別売上高

出資比
率 ％

資本金

２２１１８，４２０合計

（単位：百万円）
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事業の種類別セグメント

トリクロールエチレン、パークロールエチレン、塩化ビニリデン、シク
ロヘキサノン、シクロヘキサン、シクロヘキシルアミン、ジシクロヘキ
シルアミン等

有機製品

無機製品

六フッ化硫黄、四フッ化炭素、三フッ化メタン、六フッ化エタン、三
フッ化窒素、ヘキサフルオロ-1,３-ブタジエン、八フッ化プロパン、六
フッ化タングステン、四フッ化ケイ素、三フッ化塩素、八フッ化シクロ
ブタン、五フッ化ヨウ素、六フッ化リン酸リチウム、フルオロエチレン
カーボネート、液晶材料、排ガス処理装置（エフトール）等

フッ素系製品

鉄系製品

工場プラント建設、工場設備保全工事、保険代理店業務等その他事業

キャリヤー、マグネタイト、顔料等

精密化学

品事業

か性ソーダ、塩酸、次亜塩素酸ソーダ、塩化アルミニウム等

基礎化学
品事業

内 容名 称
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連結・個別損益の概要

△４ －３４３０－３２３１

(１．０４)

△０．９

（ － ）

当期純利益

６１．０２３６１３８４７．４２１６５

(１．０７)

４４

(１．１７)

経常利益

８２．０２８６２３４５７．１２４６６

(１．０７)

４２

(１．２４）

営業利益

１４．２４５３６５３１９５．６２１４０８

(１．１２)

３８７

（１．２１）

売上高

増減率
(%)増減H19/3H18/3

増減率
(%)増減

H19/3
（倍率）

H18/3
（倍率）

個別決算連結決算

（単位：億円）
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連結決算のポイント

差額Ｈ19/3Ｈ18/3

216544経常利益

21408387売上高

3231△0.9当期純利益

（１）売上高は過去最高
・基礎化学品事業部門は、渋川工場ソーダ電解停止による販売減があったものの、全体とし
ては増収（＋３億円）
・精密化学品事業部門は販売数量が価格低下を上回って増収（＋３９億円）
・その他事業は減収（△2１億円）

（２）経常利益も過去最高
・基礎化学品事業部門の営業利益改善（＋７億円）
・精密化学品事業部門の営業利益増加（＋１６億円）

（３）当期純利益も過去最高
・H18/3期は当期純損失であったこともあり、大幅増益

（単位：億円）
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基礎化学品事業部門

差額Ｈ19/3Ｈ18/3

7.7△1.8△9.5営業利益

3110106売上高

・平成17年8月に渋川工場ソーダ電解を停止したことによる販売減はあったもの

の、水島工場でのフレークか性ソーダの増産と原燃料価格高騰分の価格転嫁等に
より、前期に比べ増収となる。

・営業利益は、事業再構築の効果等により、大幅に改善。

・下半期だけで見ると、営業利益は黒字。

（単位：億円）
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精密化学品事業部門

差額Ｈ19/3Ｈ18/3

166750営業利益

39274235売上高

・三フッ化窒素は、液晶関係の生産調整の影響や販売価格の低下はあったものの、
半導体生産の好調を受け販売数量が大幅に増加。

・六フッ化タングステンも半導体生産の好調を受け、前期に比べ増収 。

・新規製品であるヘキサフルオロ-1,3-ブタジエン、液晶材料の売上は順調に進展。

・電池材料の六フッ化リン酸リチウムは、競争の激化により販売価格が低下し、前
期に比べ減収。

（単位：億円）
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セグメント別営業利益の推移（連結）
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説明内容

１. 19/3決算の概要

２. 今後の業績見通し・中期経営計画
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セグメント別業績予想（連結）

01※ 112524その他

△21

△24
3

差額

66

67
△2

Ｈ18

営業利益

435

297
113

Ｈ19

売上高

4323274精 密

Ｈ19差額Ｈ18

4527408合 計

13110基 礎

（単位：億円）

※その他には、連結調整を含
みます。

0.5109.5研究開発費

185638減価償却

2911081設備投資
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Ｈ19減益予想となる要因（個別で分析）

△21

4

7
18
33

12

25
差額

6962うち人件費関係

渋川工場内にNF3第２プ
ラントを建設。要員を含め
初期投資が必要

5638うち減価償却費

H18が棚卸資産増による期末整
理が発生△1△5うちH18期末整理

169136固定費

41

210

390
Ｈ19

高い限界利益率は維持198限界利益

Ｈ18

62営業利益

うち精密が24億円増収365売上高

（単位：億円）
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－中期経営計画－ 数値目標（連結）

412362297うち精密化学品

776242経常利益

697056減価償却費

60100110設備投資額

806545営業利益

550500435売上高

Ｈ21Ｈ20Ｈ１9

（単位：億円）
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－中期経営計画－ 基本コンセプト

この３年間を、次の１０年を見据えた新たなステージへの飛躍、
成長基盤づくりの期間と位置づけ、「キラリと光る特色ある創
造的開発型企業」を目指す。

企業目標
①既存事業の更なる収益力強化
②当社の強みであるフッ素関連技術を活かした新規製品

の創出
③企業文化の確立

サブタイトルである「チャレンジ５００」は、売上高目標にとどま
らず、「目標に向かってチャレンジしていく企業文化への変革」
という意味を込めたもの。
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－中計企業目標－ 既存事業の更なる収益力強化

基礎化学品事業

フレークか性ソーダの増産、更なるコストダウンを実施。
H19に黒字化へ。

精密化学品（フッ素系製品ガス）事業

ユーザーのニーズに合わせた設備投資を今後も実施
（NF3はH20年6月に2,150t/年）。あわせて、コストダ
ウンの徹底を図る。

精密化学品（電池）事業

需要増に対応するため、更に競争力のある製造技術
の確立を目指す。
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－中計企業目標－ 新規製品の創出

フッ素誘導品分野、鉄系微細化分野、塩素系誘導品分
野を重点研究分野とし、経営資源を積極的に投入して
いく 。

販売と研究が一体となって市場ニーズをいち早く捉える
ため、研究開発体制を強化する。

産学連携・派遣・留学等の人的交流等、今後も積極的
に外部との連携、情報収集を実施する。
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－中計企業目標－ 企業文化の確立

全社的業務改善活動（Ｋ－ＳＦ３活動）を積極的に推進し、活動
内容のレベルアップを図り、コストダウン体制（体質）の強化、
安全、環境などの諸施策を推進する。

労働安全衛生マネジメントシステムを基本としたＰＤＣＡサイク
ルによるスパイラルアップを図り、関係会社を含めた職場の安
全体質を強化する。

内部監査室を置き、内部統制の充実を図る。

ＲＣ（レスポンシブル・ケア）目標を着実に実行し、地域、社会に
貢献する企業を目指す。
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積極的な設備投資

半導体・液晶用特殊ガスの設備増強・拡販

① フッ酸電解能力増強（H19.6、H20.6）

② 三フッ化窒素設備増強

(Ｈ19.9 年1,200→1,650ｔ、Ｈ20.6 →2,150ｔ）

③ 六フッ化タングステン設備増強（Ｈ19.9 →300ｔ）

④ 六フッ化硫黄設備増強（Ｈ19.9 →1,650t）

⑤ C4F6設備増強（H19.11 →50t ）

⑥ COF2拡大設備設置（H20.3 →100t ）

その他の設備増強・拡販

①六フッ化リン酸リチウム設備増強（H20年度中）
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－主な製品の見通し－ 三フッ化窒素（NF3)
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半導体・液晶製造装置のクリーニングガス。

今後、半導体・液晶の生産量増加に伴い、三フッ化窒素の需要は確実に増
加する。

需要増に対応するため、製造能力を、H19年9月に1,650ｔに拡大。さらに、
H20年6月に2,150ｔに拡大する予定。

【販売数量（H19以降は予想）】 【現在のシェア予想】

当社シェアは約25％
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－主な製品の見通し－六フッ化タングステン(WF6)
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半導体用配線材料。

今後、半導体の生産量増加に伴い、需要は確実に増加する。

需要増に対応するため、H19年9月に製造能力を300ｔに拡大。

【販売数量（H19以降は予想）】 【現在のシェア予想】

当社シェアは約３分の１
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－主な製品の見通し－ヘキサフルオロ-1,3-ブタジエン（C4F6)
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半導体酸化膜微細エッチング用ガス。Ｈガス。Ｈ1717年年1010月に上市。月に上市。

特徴：高アスペクト比エッチングが可能。短い大気寿命。
300ｍｍウエハー工場立ち上げに伴い、需要が拡大している。
今後の需要に対応するため、H19年11月に製造能力を50ｔに拡大。

【販売数量（H19以降は予想）】 【現在のシェア予想】

当社シェアは約45％
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－主な製品の見通し－六フッ化リン酸リチウム（ＬｉＰＦ6）
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リチウムイオン二次電池の電解液の材料。

今後、携帯電話用電池等の増加に伴い、需要は拡大する。

また、リチウムイオン二次電池は、車載用として注目されている。

【販売数量（H19以降は予想）】 【現在のシェア予想】

当社シェアは約40％

関東電化工業株式会社 26

－主な製品の見通し－ FEC（フルオロエチレンカーボネート）
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【販売数量（H19以降は予想）】

リチウムイオン二次電池の電解液の添加剤として、Ｈ17年10月に上市。

性能：リチウムイオン二次電池の長寿命化・低温特性の向上。


